
3

～保育者の気付きを促す風になるために～

《事前準備》
・訪問要請書等に基づいて、園の悩みや知りだいこと等を把握する

・園の特色や理念を理解し、参考資料を準備する など

《保育参観》
く訪問時のIらがけ＞

・見られているだけで気になったり、緊張したりする保育者もいます。

・子供が面白がっていることや夢中になっている遊びを笑顔で参観しましょう。

◆園の悩みや知りたいことに沿って、保育を分析する視点を探り、子供の姿や保育の記録

を取り、協議や助言に生かしましょう。

アドバイスのための観察のポイント→P4参照

◆保育者の気付きにつながるポイントを意識して、記録しましょう！

・保育者の願いや思いと、実際の環境の構成や援助の関係性は？

・子供の育ちや学びを、保育者はどう読み取っている？

・合日の遊びや活動の意味を、保育者はどう意識している？

記録の取り方・者え方→ P5• 6参照

《協議》
◆協議前の論点整理

•よさや課題、可能性の整理

・園長や進行役の保育者等に、協議の視点や方法

（例えばラベルワークの万法と時間配分）等を提案

◆協議の視点や万法等が決まれば、なるべく園の運営

に任せていきましょう。

研修・相談の道め方→ P7• 8参照

保育を分析する視点

があれば、協議の内

容が分かりやすくな

園の主体性や理念、努力していることなどを積極的に受け止め、伴走者として関わりましょ

ぅ。 1回の訪問で全ての課題を解決しようと焦るのではなく、園が求めていることを焦点化し、

~ 合後の万向性を共に探りながら次回につなげましょう。

.... 
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～保育の質向上につながるアドバイスをするために～

保育の参観は、全体を見ながら、園の悩みや質問の内容に応じて子供の動きや特性、子供同

士の関係性などに注目して意識的に観察記録を取り、アドバイスの中で、子供の具体的な姿を

基に保育者と一緒に考えるようにしましょう。

観察する項目 観察のポイント

子供の興昧•関心の方向性 →P5参照

子 1 遊びや生活の姿 子供同士の関係性やコミュニケージョンの様子

供 | 

理
I遊びや生活の中での子供の経験（学び）

解 I I o歳児～ 5歳児の発達の特徴を捉えた遊び

年齢や発達の姿

一人一人の発達の特性に応じた具体的な支援 →P6参照

子供が展開している遊びと体験の積み重なり

活動内容 |―人一人の遊びと学級全体の活動のつながり、充実

幼保小の接続を意識しだ交流活動等
l 

保

育 I I遊びに必要な遊具・用具・素材等の配置と再構成

内 1 環境の構成 I子供が自ら進める遊びの場づくり
容

自然事象や社会事象等を生かした教材の工夫や状況づくり

一人一人の思いに応じた、発達と学びにつながる援助

援助

集団での遊びを豊かにする援助

振 保育の記録 記録の取り万とその内容（子供の言動や関わリ・エピソード）

り
指導と評価 子供が経験した内容と保育者の働き掛けとの関連

返

り I 指導計画 I振り返りで気付いたこと・合後の万向性

~ -.,-
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園から様々な質問を受けたり、アドバイスを求められたりします。その際、質問に応じてど

のような場面に注目し、記録を取ればよいでしょうか？焦点化して記録するとアドバイスのヒ

ントが見えてきます。その例を紹介します。

～園・保育者へのアドバイス例①～

く興昧•関心の方向性＞を捉えるだめに

I Ill・偏育者から叩質問例 I 
•毎日同じ遊びを繰り返しているのを見ると不安になります。見ていても、何を楽しんでいるのか

よく分かりません。どうすれば、楽しんでいることが分かるようになりますか。 (4歳児担任）

・夢中になって遊んでいるように見えますが、毎日同じ遊びばかりしているので、子供たちがや

りたいことだけでなく、もっと遊びを発展させた方がよいのでしょうか。 (5歳児担任）

観察のポイント

～この場面に注目して記縁を I~

・夢中になっている場面

・繰り返し楽しんでいる場面

遊びがないかノ‘
く、いくつかの選択
から自分で選んで繰
ているのかな？

園や保育者から

よく質問される

← ことを想定して 一
例示していま

す。

学級の全体的な

様子を見なが

ら、園からの質

＊デ塁喜只は一
ことに視点をあ

てて記録を取る

とよいかを例示

しています。

アドパイス例

＊幼児教育アドバイザーの記録を示しながら……

• 「3歳児の A児は、細い紙を切って集めるという遊びをする中で、ハサミの扱いが巧み

になり、より細かく切れるようになったので、切ることが面白くなって伺枚も繰り返して

いたのでは？」等、技能面で成長した点や楽しんでいると思われることを伝えます。

・ 「自分で紙を選べる環境が4歳児の発達に合っており、自分なりに試すことが楽しくて

夢中になったのでは？」と保育者が用意した環境を認め、環境の重要性を伝えます。

• 「5歳児のお店屋さんごっこの中では、繰り返し遊ぶ中で、自分たちで役割を交代してい

て、そのことを友達と言葉で伝え合い、共有しながら遊ぶことを楽しんでいましたよ」

等、その遊びの中で、どのような資質能力が育ちつつあるかに気付くように伝えます。

・ 「保育者も子供の仲間になって一緒に遊んでみると、子供たちが1可を楽しんでいるのか、

何に困っていて、どうしたいと思っているのかが見えてくるのでは？」「そこから、次の

援助を考えてみては？」と、 1中間になって遊ぶ大切さを伝えます。

子供の言動や表

情、保育者の援

助など、記録し

＊菜霜言
に生かすとよい

かを例示してい

ます。

．
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訪問支援の結果を資料に残していくと、その後の幼児教育アドバイザー同士の学び合いに活

用できます。アドバイス例①・②のような形式も参考にしながら、学び合いの際に活用しやす

い様式を工夫し、域内の園の様子に応じた資料を蓄積していくとよいでしょう。

～園・保育者へのアドバイス例②～

く一人一人の発達の特性＞を捉えるために

I 園・偏育者から叩質問ff1」 | 

，
 

•みんなで活動する除に、保育室から出ていったり場から離れたりして集団に入ってこない

子供がいます。 (5歳児）

•みんなの遊びに興味をもち一緒に遊びたいようなのですが、思いが伝えられすいざこざに

なってしまい、うまく一緒に遊ぶことができない子供がいます。 (5歳児）

観察0ポイント

～この場面に注目して記縁を I~

，
 

・好きなことをしている場面や、興

味•関心をもっている場面

・集団から離れていく場面や、集団

に入っている場面

•その子供自身が困っている場面

・保育者が困っている場面

よさを感
こと、安定
所、遊び
？ 

保育者が気になって
いるのはとのような
場面なのかな？

~
 

．
 

• アドパイス例
l 

＊幼児教育アドバイザーの記録を示しながら……

・「ザワザワしている環境が苦手なのかも」「次に何があるのか見通しをもてすに不安な

のかな？」「体の各部位を意識して動かすことが難しいのでは」等、子供が困っていることを

読み取ります。

・保育者がその子供をとのように理解しているかを受け止めながら共有し、その子供の好きなこ

とや興昧•関心を遊びや教材に取り入れ、安定するよう支える大切さを伝えていきます。

・周囲の子供たちがその子供への理解を深めるためには、保育者の温かい理解や接し方がモデル

となります。

・園内研修の協議では、様閃な立場の保育者がとのように子供を捉えているのか出し合い、一人

一人の特性や困っていること等に応じた指導の方向性（目標・内容・方法）を検言寸し、園全体

で支援する体制をつくっていきましょう。

•その子供の実態に応じて適切な支援を行うために、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作

成や活用等について、園と共に考えていくようにします。 ．
 ~ -.,-
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